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れていた英字新聞 The North China Herald（後に The North China Herald and Supreme 

























                                               
1 筆者は奨励研究の成果の一部を「欧米市場における日本産生糸と中国産生糸」（『人間文化研究』第 42号、
2019 年 3 月）にまとめたが、この記事を発見したのが 2019 年 2 月のことであったために前掲拙稿にその
内容を盛り込むことができなかった。そこで、この場を借りて紹介することにした次第である。 
2 萩原（1912）173-191頁。 
3 The North China Herald and Supreme Court and Consular Gazette, January 22, 1874, p.57. 
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4 The North China Herald and Supreme Court and Consular Gazette, May 26, 1888, p.589. Bulletin 




8 The North China Herald and Supreme Court and Consular Gazette, January 22, 1874, p.59. 
9 加藤・阪田・秋谷（1987）解題；58頁、史料編１；308頁。 
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 すると、アメリカ市場で 1870 年代まで優位にあった中国産再繰在来糸と後から参入
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 筆者が発見した記事の表題は「北中国の生糸に関する覚書」（“MEMORANDUM IN 
REFERENCE TO NORTH-CHINA SILKS.”）で、The North China Herald and Supreme Court 
and Consular Gazette, May 26, 1888, pp.589-590.に掲載された。記事を書いたのは、












生糸年度 日本（横浜） 中国（上海） 中国（広東） 
1877-78 1,411 4,613 2,850  
1878-79 3,200 6,842 3,995  
1879-80 5,175 9,490 6,203  
1880-81 5,376 9,334 3,883  
1881-82 7,022 7,070 4,458  
1882-83 9,589 5,459 4,642  
1883-84 9,783 3,457 2,709 ＊ 
1884-85 11,143 5,537 2,729 ＊ 
1885-86 15,034 7,802 3,430  
1886-87 14,002 6,021 5,328  
1887-88 14,000 3,500 5,500  
 
（原注）「＊1883-84 生糸年度と 1884-85 生糸年度には広東の繭は非常に不作であった。 
1885-86 生糸年度に北中国［筆者注；上海とその周辺を指す］の［生糸］ 
     価格は非常に低かった。」 
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12 The North China Herald and Supreme Court and Consular Gazette, May 26, 1888, p.589. 
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13 The North China Herald and Supreme Court and Consular Gazette, May 26, 1888, p.589. 
14 The North China Herald and Supreme Court and Consular Gazette, May 26, 1888, p.590. 
15 新井領一郎書簡 A39号［新井系作・星野長太郎宛て、1878年 1月 8日付け］（加藤・阪田・秋谷（1987）
346頁）。 
16 新井領一郎書簡 A78 号［新井系作・星野長太郎宛て、1879年 8月 15日付け］（加藤・阪田・秋谷（1987）
439-440頁）。 
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17 『東京経済雑誌』第 370号、1887年 6月 4日、720頁。 
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